
 

 

 

 

景観計画は、景観行政団体（三郷市）が景観法にもとづいて定めるもので、良好な景観を形成

するための基本となる計画のことです。良好な景観形成は、そこに生活する人々の心を豊かにさ

せるとともに、そこに訪れる人々にも良い印象を与えるなど、「都市の魅力を向上させる」と言う

ことができます。また良好な景観形成は、「人を装う良好なファッション」と捉えることができ、

ファッションに照らして考えるとその趣旨や必要性がわかりやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三郷市は、地域で育まれた水辺や緑の自然、長い年月の中で培われた歴史や文化が存在し、ま

た、近年の基盤整備に伴う新しい街が創出されています。今後は、さらに都市の良好な装いを高

め、地域への誇りと愛着の醸成をより高めていくために、景観計画を策定して良好な景観形成の

推進を行う必要があり、その岐路※５に位置していると考えております。 

※１：人の身体や内面性に相当する都市のものとは 

・道路・鉄道、上下水、電気・通信など、インフラ整

備 

・河川・水路や公園、スポーツ・レクリエーション施

設など 

・市民が抱く地域への誇りと愛着 

※２：装うファッションに相当す

る都市のものとは 

・建築物の外壁や屋根、外構

及び緑化等 

・道路、鉄道の大規模構造物

や緑化、付帯施設等 

・水辺や公園の護岸や緑化、

付帯施設、など 

※３：混同した、あるいは自己の個性を過度に強調する

都市のものとは 

・華美な意匠や形態、目立ち過ぎる色彩の建築物、工

作物、など 

・まち並みと不調和な高さや規模、ゆとりのない壁面

位置など 

※４：取り組みを行わない都市は、行われる都市と比べ

て魅力度の差異はどうなるか 

・不適切、不調和な景観の増大 

・自然や歴史・文化的な景観資源の減少 

・ひいては、相対的に都市の魅力の減衰 

※５：良好な景観形成推進への岐路とは 

・三郷市がより

高い魅力を

身に付ける

ための右の

ような岐路 

 

 

 

 

●人の容姿の魅力は、基本的に人の身体や内面

性※１に起因されることはもちろんのこと、

装うファッション※２においてもさらに向上

させることが可能で、都市の装いも同様に捉

えることができます。 

●魅力的なファッションは、自らを豊かな気持

ちにさせると同時に他の人にも良い印象を

与えることができます。一方で、フォーマル

な場やプライベートな場を混同した、あるい

は自己の個性を過度に強調※３したファッシ

ョンは、他の人に不快な印象を与えることが

あります。 

●魅力的なファッションは、個々人の好みや個

性の発揮のみでは十分とは言えません。その

時や場、目的に応じた着こなしが必要です。

一定の着こなしを身につけた人と、そうでな

い人では、自ずと良い悪いの差異が現れてく

るのではないでしょうか。 

●都市の装いについては、景観法の施行に伴

い、近年他の都市においても景観形成が推進

され、都市の魅力（資産価値）の高まりとし

て、その効果が現れつつあります。そのため、

今後は景観形成の取り組みが行われている

都市とそうでない都市との魅力度の差異※４

が明らかになってくると考えられます。 

 

景観計画の必要性  
～なぜ今、景観計画を策定し景観形成の推進を行おうとするのか～ 
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【魅力向上線グラフ】 

景観計画策定 
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